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Figure 2. Prenyltransferase system of Paracoccus denitrzficans. 
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 論文審査の結果の要旨
 本論文は高等動物ミトコンドリアと細菌の一種である磁瓶ooo伽s吻痂かの侃郷のポリプレ
 ニルトランスフェラーゼの研究に関するものである。
 イソプレノイドの生合成における鎖延長の触媒となる酵素はプレニルトランスフェラーゼと
 呼ばれ,10種類近くのものが知られているが,高等動物にとって重要なイソプレノイドである
 ユビキノンー10の全トランスーデカプレニル鎖の合成を司どる酵素は未だ分離されていなかっ
 た。著者はこの点に着冒して,ユビキノンー10の合成能をもつモルモットおよびブタ肝臓のミト
 コンドリアを材料として,この酵素の探索,分離を試みた。その結果,E一デカプレニルピロリ
 ン酸合成酵素の分離にはじめて成功した。この酵素は活性が弱く・不安定であるため,分離は
 困難であったが,種々の条件を工夫して,これを部分的に精製し,諸性質を明らかにすること
 ができた。
 著者はまた特殊な細菌,勘驚ooo欝舵痂か旗翻5がユビキノンー10の合成能をもつことに着
 廻して,この細菌のプレニノレトランスフェラーゼ類を研究し,E一デカプレニルピロリン酸合成
 酵素を分離,精製した。著者はこの酵素の基質特異性を詳細に調べ・この酵素反応のプライマー
 となる最短鎖基質はゲラニルピロリン酸であるが,細胞内での真のプライママはファルネシル
 ピロリン酸であることなどを示したほか,この酸素は他の細菌から得られているポリプレニル
 トランスフェラーゼとは異なり,活性発現に界面活性剤が必要であることなどの諸性質を㎎ら
 かにした。また,著者はこの特殊な細菌から新しい機能をもつプレニルトランスフェラーゼを
 見いだした。この酵素はE一ファルネシルピロリン酸をプライマーとして6分子のイソペンテ
 ニルピロワン酸をシス型に縮合させて,C,15の名E一混合型の生成物を与えるものであることを
 証明し,これをZ一ノナプレニルピロリン酸合成酵素と命名した。
 さらに,著者は同細菌から分離したファルネシノレピロリン酸合成酵素を含めた3種類のプレ
 ニルトランスフェラーゼについて,反応の立体化学や生成物の鎖畏に及ぼす反応条件の影響な
 どをも研究した。
 最後に,これら3つの酵素からなる君4εフ媛γ葬雌浴のイソプレノイド鎖延長系を枯草菌のそ
 れと比較して,この鎖延長系の特殊性を論じ,また動物ミトコンドリアのそれとも比較した。
 これらの研究成果はイソプレノイド生合成に関する重要な知見を加えるものであり,著者が
 自立して研究活動を行なうに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。
 よって石井康一提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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